
生涯住み続けたいまち
大阪狭山市をめざして

大阪狭山市長 古川 照人
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〈人口増加〉

大阪府内自治体にて、令和２年（２０２０年）国勢調査にて、前回調査
よりも人口が増加したのは１０市町（大阪南部では本市と田尻町）

（参考）令和５年（2023年）８月末住基人口 57,998人

これまでの成果①

２生涯 住み続けたいまち 大阪狭山市 をめざして



これまでの成果②

３生涯 住み続けたいまち 大阪狭山市 をめざして

〈住みよさランキング〉

まちづくり2022年度・2023年度子育て編 大阪
大阪府内１位
主要子育て支援事業

妊娠  育児パッケージ、妊産婦タクシーチケット、特定不妊治療費助成、
産前・産後サポート、プレママ・プレパパほっとカフェ

出産 産後ケア事業、産婦健康診査、こんにちは赤ちゃん訪問、
新生児聴覚検査

子育て（乳幼児）
子ども医療費助成（0～18歳）、保育・子育てコンシェルジュの配置、 
保育所等の開設、子育て応援アプリ「さやまっ子ナビ」の配信、
育児パッケージPlus、養育費保証契約経費補助

子育て（小学生・中学生）
学校給食費の無償化、就学援助世帯への追加給付・学習支援、
インフルエンザ予防接種費助成



〈広域連携〉

４生涯 住み続けたいまち 大阪狭山市 をめざして

これまでの成果③

広域福祉課
広域まちづくり課
南河内広域公平委員会
公害規制業務

南河内

堺市

消防事務委託

大阪広域水道企業団

水道事業統合



本市を取り巻く環境（課題認識）

生涯 住み続けたいまち 大阪狭山市 をめざして

国全体では、人口減少・少子高齢化は依然として厳しい状況
本市も中長期的に見ればいずれ人口減少局面となる予測

人口減少・少子高齢化社会

自然災害の激甚化・頻発化
近年の気候変動などの影響により、異常気象が頻発
今後３０年の間に相当高い確率で南海トラフ沿いに大地震が発生するとの予測

公共インフラの老朽化
高度経済成長期に整備されたインフラ資産は全国的に老朽化が進行
改修や更新には、多額な費用負担が発生
施設の適正配置を含め、あり方そのものの検討が必要

近畿大学病院等の移転等
近畿大学病院等の移転後の地域医療の確保
府営狭山住宅の集約建替計画を踏まえ、大規模な土地のまちづくりの活用を図る
狭山ニュータウンの再生に向けた関係各所との協議調整
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まちづくりの方策

６

〈まちづくりの基本姿勢〉

行財政改革を推し進め、改革により生み出した財源も活用しながら、
まちの発展へとつながる取組みにも果敢に挑戦

市長のリーダーシップのもと、改革に向けた強い意思を示すため、身
を切る改革を断行

〈戦略的なまちづくり〉

まちの資源を最大限活用しながら、“大阪狭山”のまちを作り変え、
「リメイク」することで、あらたな価値を創出する

・都市リメイクによるまちの魅力アップ
・ライフリメイクによる住みやすさアップ

生涯 住み続けたいまち 大阪狭山市 をめざして



戦略的なまちづくり①

７

◎都市リメイクによるまちの魅力アップ

生涯 住み続けたいまち 大阪狭山市 をめざして

規制・インフラ整備
によるまちづくり

都市機能の誘導
によるまちづくり

全国的課題 人口減少・少子高齢化、自然災害の激甚化・頻発化、
公共インフラの老朽化 など

従来 これからは

市の重要課題
■近畿大学病院等の移転等
■狭山ニュータウン地区の再生
■公共施設・学校園のあり方検討

立地適正化計画の策定
持続可能で近隣市等と広域でつながる

都市空間の形成をめざす具体的かつ戦略的な方針



戦略的なまちづくり②

８

◎ライフリメイクによる住みやすさアップ

生涯 住み続けたいまち 大阪狭山市 をめざして

子育て先進都市の実現

健幸長寿社会の実現

住みやすさ

将来への
責任

生活安心

重点施策の
推進

・教育文化
・都市整備(環境)
・にぎわい

・子育て
・医療介護
・防災防犯

・財政健全化
・行財政改革など



生活安心（子育て・医療介護・防災防犯）

９

こども家庭センターの設置

保育所等での使用済みオムツの持ち帰り解消支援

健幸（健康で幸せ）づくりの推進

がんの早期発見・早期治療に向けた取組み

対象者の属性を問わず、複合・複雑化した
支援ニーズに対応する 重層的な支援体制の充実

街頭防犯カメラの増設

犯罪被害者やその家族等への支援強化

重点施策①

生涯 住み続けたいまち 大阪狭山市 をめざして



１０

（R5) １４０万２千円
市内幼稚園等オムツ回収事業

保護者等の負担軽減を図るため、市立幼稚園・こども園において
使用された紙オムツについて、各園にて回収・廃棄

民間保育園等においても、保護者の使用済み紙オムツの持ち帰り
を廃止する取組を促進するため、各園での回収・廃棄に係る費用
を補助

保育所等での使用済みオムツの持ち帰り解消支援

主要事業

生涯 住み続けたいまち 大阪狭山市 をめざして



１１

（R5) ４０万５千円
介護予防等促進事業
（さやりんポイント付与事業）

高齢者の生きがいづくり・介護予防支援等を目的に、
また、講座等への参加促進、市民意識の高揚を図る
ため、本市熟年大学修了者及び介護予防啓発講演会
の参加者にさやりんポイントを付与

健幸（健康で幸せ）づくりの推進

生涯 住み続けたいまち 大阪狭山市 をめざして

主要事業



１２

（R5） ３７９万７千円街頭防犯カメラ設置事業

・街頭犯罪の予防及び発生事案の早期解決を目的として、
市内主要駅等へ街頭防犯カメラを設置
・地域の防犯活動への支援の強化を図るため、街頭防犯
カメラの設置費用及び維持管理費の一部を補助

生涯 住み続けたいまち 大阪狭山市 をめざして

街頭防犯カメラの増設

主要事業



住みやすさ（教育文化・都市整備[環境]・にぎわい）

１３

小中学校の給食費完全無償化

学校園の子ども見守りサービス

公共施設の再整備に向けた検討

小中学校の体育館への空調機の設置

循環バスルートの見直し

道路や橋りょう・公園の長寿命化・バリアフリー化

さやりんポイント事業

狭山ニュータウン地区の再生・活性化

重点施策②

生涯 住み続けたいまち 大阪狭山市 をめざして



１４

（R5）４,８９３万９千円学校給食費無償化事業

（R5）
令和４年度から段階的に進めている学校給食費の無償化
について、今年度さらに１か月分を拡充し、３学期分
（３か月分）を完全無償化

（R7）完全無償化（予定）

生涯 住み続けたいまち 大阪狭山市 をめざして

小中学校の給食費完全無償化

主要事業



１５

（R5) ９,７３６万７千円
学校園一貫ＩＣＴサービス展開事業

保護者の利便性と事務の効率化、児童の安全安心の確保のため、各システム
を導入

・公立幼稚園・こども園から中学校まで、一貫した連絡ツールシステム
・小学生以下の児童・園児に登下校等の管理システム
・公立園と放課後児童会に職員の出退勤システム
・公立園と放課後児童会における諸経費のキャッシュレス決済システム

学校園の子ども見守りサービス

主要事業

生涯 住み続けたいまち 大阪狭山市 をめざして



１６

市内公共施設を中心に巡るバスとしての運行から、市民ニーズやアン
ケート調査結果などを踏まえ、より生活に密着した利便性の高い公共
交通をめざす

（今後の予定）
近畿大学病院が移転する泉ヶ丘方面への接続の検討

R4実績 北野田駅前、美原区役所前への接続

循環バスルートの見直し

主要事業

生涯 住み続けたいまち 大阪狭山市 をめざして



１７

（R5)２,５５３万円水とみどりのネットワーク事業

水とみどりのネットワーク構想の重点アクションエリ
アである狭山池周辺における、にぎわいや交流の創出
のため、狭山池公園及び副池オアシス公園への駐輪場
の整備、インクルーシブな遊具の追加整備

生涯 住み続けたいまち 大阪狭山市 をめざして

道路や橋りょう・公園の長寿命化・バリアフリー化

主要事業



１８

（R5）１億６,０４４万２千円

市民生活・地域経済活性化事業
（さやりんポイント付与事業）

エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受けた市民生活へ
の支援、地域経済活性化及び本市独自の地域ポイント
「さやりんポイント」の活用促進のため、さやりんポイントを
チャージすることで、チャージ額の３０％分のさやりんポイント
を追加付与

主要事業

生涯 住み続けたいまち 大阪狭山市 をめざして

さやりんポイント事業



将来への責任

１９

市長退職手当１００%・市長給与３０％カット

給与制度の総合的な見直し

市民活動の担い手の育成と支援

シティーセールスや情報発信の強化充実

ＤＸ推進計画の策定・推進

重点施策③

生涯 住み続けたいまち 大阪狭山市 をめざして



２０

（R5）１,１７４万９千円

ホームページリニューアル事業

閲覧者が求める情報に安全かつ安定的にアクセスできるよ
う、市ホームページを更新するとともに、市プロモーショ
ンサイトをリニューアル

主要事業

生涯 住み続けたいまち 大阪狭山市 をめざして

シティーセールスや情報発信の強化充実



狭山ニュータウン地区再生推進計画

（狭山ニュータウン地区活性化指針アクションプラン）

２１
生涯 住み続けたいまち 大阪狭山市 をめざして

狭山ニュータウン地区活性化にむけて

施策 1 生活環境の充実による再生 （継続した取組）

施策 2 魅力発信と転入者等の呼び込みによる再生 （短期～中長期）

施策 3 新たなサービス機能の導入等にぎわいづくりによる再生 （中長期）

施策 4 近畿大学病院等の移転後の敷地整備等による再生 （中長期）

◎地域包括ケアシステムの構築
◎ニーズの多様化に対応した公園の再整備と活用
◎緑のネットワーク （回廊） の形成

◎地区の魅力情報の発信
◎空家対策の推進
◎公共交通網の再整備

◎地区内の空きスペースの有効活用
◎新たなサービス機能の誘導
◎にぎわいのある商業 ・ サービスゾーンの形成



跡地活用方策の検討

２２

近畿大学病院等の令和7年（2025年）11月の泉ヶ丘駅前地区への移転
後に、跡地が隣接する狭山ニュータウン地区の再生や本市全体の活性
化に寄与する土地利用となるよう、近畿大学と連携して周辺環境に調和
した土地利用などについて検討

生涯 住み続けたいまち 大阪狭山市 をめざして

土地利用ゾーニング案の概要

案１

住宅系を中心に、福祉系や商業系による複
合機能を想定する「安心な暮らしがあるま
ちづくり」

案２
商業系と産業系・流通系施設による非住居
系の土地利用を想定する「活力を生み出す
まちづくり」

案３
商業系や住居系に加え、文化・交流系施設
の導入を想定する「交流のまちづくり」

近畿大学病院等移転について①



想定される事業スケジュール

２３
生涯 住み続けたいまち 大阪狭山市 をめざして

近畿大学病院等移転について②



生涯 住み続けたいまち 大阪狭山市の実現

生涯 住み続けたいまち 大阪狭山市 をめざして

■ 人口減少・少子高齢化社会
■ 自然災害の激甚化・頻発化
■ 公共インフラの老朽化
■ 近畿大学病院等の移転等

２４

都市リメイクによるまちの魅力アップ

ライフリメイクによる住みやすさアップ
住み
やすさ

生活安心
将来への
責任

生涯 住み続けたいまち 大阪狭山市 

市民協働 公民連携



ご清聴ありがとうございました

生涯 住み続けたいまち 大阪狭山市 をめざして
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